
平
成
27
年
度
日
臨
技
北
日
本

支
部
医
学
検
査
学
会(

第
4
回)

が
、
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

に
於
い
て
一
般
社
団
法
人
北
海

道
臨
床
衛
生
検
査
技
師
会
の
担

当
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

天
候
に
も
恵
ま
れ
爽
や
か
な

秋
空
の
下
、
総
勢
1030
名
（
有
料
参

加
者
960
名
）
の
参
加
で
大
盛
況
の

う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

本
学
会
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
良

知
良
能
を
刺
激
す
る
」
、
サ
ブ
テ

ー
マ
は
「
～
い
ま
、
臨
床
検
査
技
師

の
使
命
を
考
え
よ
う
！
～
」
を
掲

げ
ま
し
た
。
今
日
の
日
本
医
療
は
、

2025
年
問
題
を
含
め
多
く
の
問
題

を
抱
え
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
で
臨
床
検
査
技

師
と
し
て
備
え
て
い
る
知
恵
と
才

能
（
良
知
良
能
）
を
刺
激
し
、
今

我
々
に
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か

を
再
認
識
す
る
機
会
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
東

北
各
県
か
ら
参
加
さ
れ
た
方
々

と
共
に
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。 

学
会
内
容
は
、
一
般
演
題
165

演
題
、
特
別
講
演
2
題
、
特
別

企
画
と
し
て
、
教
育
講
演
8
題
、

教
育
セ
ミ
ナ
ー
5
題
、R-

C
PC

、

生
理
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
感
染
症
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
医
療
安
全
の
北
臨

技
企
画
、
尿
沈
渣
形
態
の
日
臨

技
企
画
、
東
日
本
大
震
災
に
関

す
る
北
日
本
支
部
企
画
お
よ
び

昨
年
度
か
ら
日
臨
技
で
取
り
組

ん
で
い
る
「
高
校
生
向
け
進
学
支

援
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
も
札
幌
市
内
の

高
校
生
4
名
の
参
加
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
関
係
各
社
の
協
賛
に
よ

り
、
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
12
題
、

機
器
試
薬
展
示
会
も
盛
大
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

情
報
交
換
会
は
、
札
幌
地
区

役
員
の
プ
ロ
レ
ス
企
画
に
よ
り
、
挨

拶
・
乾
杯
も
リ
ン
グ
上
か
ら
行
わ

れ
宮
島
会
長
、
伊
藤
支
部
長
も

興
奮
気
味
で
し
た
。
北
都
プ
ロ
レ

ス
興
行
に
、
謎
の
覆
面
レ
ス
ラ
ー

（
学
会
長
）
の
乱
入
で
盛
り
上
が

り
は
最
高
潮
！
北
海
道
の
地
酒
、

ワ
イ
ン
、
お
土
産
試
食
コ
ー
ナ
ー

も
設
置
さ
れ
東
北
の
皆
さ
ん
に
大

好
評
で
し
た
。 

学
会
の
締
め
は
宮
島
会
長
に
よ

る
日
臨
技
企
画
「
2025

年
に
向
け

て
の
“
決
断
”
と
は
、
～
検
体
採
取

の
先
に
あ
る
も
の
は
～
」
で
、
今
後

の
医
療
現
場
で
の
取
り
組
み
に
対

す
る
日
臨
技
の
支
援
策
や
会
長

が
考
え
る
戦
略
に
つ
い
て
熱
く
講

演
さ
れ
ま
し
た
。 

北
臨
技
担
当
に
よ
る
初
の
北

日
本
支
部
学
会
で
し
た
が
、
参
加

さ
れ
た
皆
さ
ん
が
交
流
を
深
め
る

と
と
も
に
沢
山
の
収
穫
と
思
い
出

を
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
け
た
と
確

信
し
て
お
り
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
・

賛
助
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
感

謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
本
学

会
の
企
画
・
運
営
に
協
力
い
た
だ

い
た
関
係
各
位
の
皆
様
に
心
よ
り

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、

学
会
実
行
委
員
の
皆
さ
ん
本
当

に
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

（
学
会
長 

東 

恭
悟
） 
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会員補償制度 

 日臨技に入会すると「全員加入保険」に加入とな

ります。補償の内容は、業務中の対人・対物の賠償

責任補償と会務中のケガの補償があり、過去の事例

では、採血時の神経損傷に関わる事や、分析装置を

損傷させた時の修理代の補償を受けた事例など多く

の事例があります。また、平成 27 年 6 月 1 日から

上記 2 つの補償に加え、業務中・会務中の感染事故

に関する見舞金の給付と、日臨技退会後の賠償責任

の継続補償が新たに加わりました。私たち検査技師

を守るための補償制度です。この他に医療補償等を

含む団体割引の任意保険「日臨技リンクス」もあり、

会員の家族も加入することができます。 

詳しい内容は、日臨技 HP の「会員補償制度」を

ご覧ください。万一の場合に備えて今一度の閲覧を

お願いいたします。 

また、北臨技では、厚生福利事業として自動車保

険とアフラックの団体保険を用意しておりますので

ご利用ください。個人でアフラックに加入されてい

る方も手続すると団体割引が適用になります。 

（理事 橋本 広昭） 

第 6回コスモスセミナー 11/21,22 
申込締切間近！ 

今回のコスモスセミナーは、教育講演では「信頼される

検査データの提供を目指して」と題し、検体の品質管理の

一つである採取・保存方法が検査値に与える影響について、

血液検査領域、生化学検査領域、一般検査領域および微生

物検査領域の 4 部門から、講演いただきます。 

また、特別講演は、「信頼される臨床検査を目指して！」

と題し、市立三笠総合病院の磯辺正道技師に講演いただき

ます。信頼される検査室の構築には、病院内における位置

づけや役割はもちろん、患者様、地域住民、検査技師会、

機器・試薬メーカー、卸メーカーなどの理解と協力があっ

てこそ成立します。磯辺技師には、これからの臨床検査の

在り方を熱く語っていただき、皆さんと一緒に考えていき

たいと思います。 

二日目は、北臨技精度管理事業の報告及び討論会を行い

ます。ぜひ、多数のご参加をお待ちしております。 

（教育研修部長 品川雅明） 

◆求人情報◆   ～詳細は北臨技事務所までお問い合わせください～ 

1) 根室市 公的病院 正職員若干名 40 歳位迄 H28.4.1 採用 

2) 千歳市 公的病院 任期付職員(H29.3.31 迄) S45.4.2 以降生まれ 

3) 江別市 公的病院 非常勤職員若干名 就業開始時期応相談 

第
４
回
日
臨
技
北
日
本
支
部
医
学
検
査
学
会 

総
勢1

0
0
0

名
超
の
参
加
で
盛
会
に
終
了
！ 


